
問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）
が
来
年

月
の
導
入

10

予
定
だ
。

小
規
模
事
業
者
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
、
個
人
事
業
主
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
の
影
響
と
、
課
題

の
認
識
は
ど
う
か
。

地
域
の
深
刻
な
実
態
を

示
し
、
制
度
の
中
止
・
凍

結
・
延
期
を
政
府
に
求
め

る
べ
き
で
な
い
か
。

総
務
部
長

個
人
事
業
主

は
、事
業
継
続
の
懸
念
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
・
保

存
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
負

担
増
の
問
題
が
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
会
員
が
課
税
業
者

の
登
録
を
行
っ
て
消
費
税

を
納
付
す
る
か
、
セ
ン
タ

ー
側
が
会
員
に
支
払
っ
た

消
費
税
と
同
額
を
納
付
す

る
か
の
課
題
と
意
見
等
が

出
さ
れ
て
い
る
。

課
税
業
者
と
な
っ
た
場

合
は
、
新
た
な
経
済
的
負

担
に
な
る
と
認
識
し
て
い

る
。

税
制
関
連
の
法
律
・
制

度
は
、
国
会
審
議
を
経
て

決
定
さ
れ
る
の
が
基
本
で

あ
り
、
決
定
済
の
制
度
導

入
時
期
を
見
直
す
か
ど
う

か
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

認
識
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
税
務
署
等

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
、
制
度
導
入
の
影
響

が
で
き
る
限
り
緩
和
さ
れ

る
よ
う
、
情
報
提
供
を
行

い
事
業
者
支
援
に
努
め

る
。
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鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で
９
日
、
日
本

共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
が
、
、
①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

事
業
者
へ
の
影
響
、
②
訪
問
入
浴
介
護
事
業
、
③
住
宅

火
災
の
後
処
理
に
つ
い
て
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
で
シ
ル
バ
ー
人
材
に
も
負
担

令
和
４
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
環
境
審
議
会
が

日
17

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
３
１
（
令
和

）
13

年
度
ま
で
の

年
間
を
計

10

画
期
間
と
す
る
「
第
２
次

鶴
岡
市
環
境
基
本
計
画
」

（
案
）
の
説
明
と
協
議
が

さ
れ
、
菅
井
巌
議
員
が
傍

聴
し
ま
し
た
。

第
２
次
環
境
基
本
計
画

案
は
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
協
力
・
連
携
し
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ

の
挑
戦
を
掲
げ
、
目
指
す

環
境
像
「
ひ
と
自
然
い
の

ち
輝
く

未
来
へ
つ
な
ぐ

ま
ち

つ
る
お
か
」
と
し

て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

問

訪
問
入
浴
介
護
の
事

業
者
は
、
事
業
は
赤
字
で

あ
り
、
「
将
来
の
事
業
維

持
が
困
難
だ
」
と
の
声
が

あ
る
。

事
業
者
の
実
態
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

訪
問
入

浴
介
護
の
市
内
事
業
所

は
、
平
成

年
の
７
事
業

18

所
が
、
令
和
３
年
度
に
は

３
事
業
所
へ
推
移
し
、
２

年
度
か
ら
酒
田
市
の
事
業

所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
あ

り
、
現
在
４
事
業
所
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
る
。

訪
問
入
浴
の
利
用
者
数

の
推
移
は
、
平
成

年
度

18

は
１
月
当
た
り
１
６
８

人
、
回
数
は
年
間
７
６
４

６
回
だ
っ
た
が
、
令
和
３

年
度
は
１
月
当
た
り

・
73

５
人
、
年
間
３
１
８
２
回

で
あ
り
、
約
６
割
近
く
減

少
し
て
い
る
。

事
業
所
は
減
少
し
て
い

る
が
、
希
望
さ
れ
る
人
に

は
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

て
い
る
。

一
方
で
、
介
護
職
員
等

の
人
材
不
足
と
、
訪
問
件

数
を
安
定
的
に
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
だ
。

問

事
業
者
の
実
態
を
調

査
し
、
市
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
へ
反
映
す
べ
き
。

車
両
や
入
浴
機
器
の
導

入
と
維
持
管
理
、
運
行
や

運
営
に
関
わ
る
具
体
的
な

支
援
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長

令
和
５

年
度
に
見
直
し
す
る
次
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
で
は
、
訪
問
入
浴
介
護

を
含
む
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
実
態
調
査
を
行

い
、
そ
の
調
査
結
果
を
十

分
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
車
両
や
入

浴
機
器
の
導
入
支
援
に
つ

い
て
は
、
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
も
留
意
し
、
全
体
を
見

渡
す
中
で
必
要
な
支
援
を

検
討
し
て
ゆ
く
。

訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
赤
字

罹
災
ご
み
の
処
分
費
用
減
免
を

問

火
災
が
相
次
い
で
お

り
、
一
人
暮
ら
し
の
住
人

が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
事

案
も
発
生
し
て
い
る
。

後
処
理
が
遅
れ
、
ト
ラ

ブ
ル
や
苦
情
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
支

援
や
指
導
の
状
況
は
。

市
民
部
長

周
囲
に
危
険

が
及
び
そ
う
な
場
合
に
は

消
防
に
よ
る
応
急
措
置
、

道
路
や
水
路
は
道
路
管
理

者
な
ど
、
関
係
課
が
連
携

し
て
ト
ラ
ブ
ル
解
消
や
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

火
災
後
の
処
理
の
困
難

事
案
は
２
件
で
、
１
件
は

所
有
者
不
在
、
も
う
１
件

は
詳
細
を
調
査
中
だ
。

所
有
者
不
在
の
案
件

は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し

て
財
産
管
理
人
の
申
し
立

て
を
行
っ
た
う
え
で
、
中

心
市
街
地
居
住
促
進
事
業

を
活
用
し
、
建
物
除
却
と

跡
地
売
却
を
目
指
し
て
取

組
ん
で
い
る
。

調
査
中
の
案
件
は
、
応

急
措
置
と
し
て
支
障
物
の

撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

解
体
や
相
続
関
係
の
相

談
に
は
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
相
手
の
立
場
に
寄

り
添
い
な
が
ら
助
言
を
行

う
よ
う
努
め
る
。

問

酒
田
地
区
広
域
行
政

組
合
で
は
、
火
災
・
災
害

等
で
罹
災
し
た
ご
み
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

罹
災
証
明
の
発
行
後
、

申
請
に
よ
り
、
家
財
道
具

な
ど
の
廃
棄
物
を
受
け
入

れ
、
処
分
費
用
の
減
免
を

行
っ
て
い
る
。

本
市
も
同
様
に
実
施
す

べ
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長

酒
田
市
の
よ

う
に
、
火
災
で
発
生
し
た

廃
棄
物
の
処
分
手
数
料
を

減
免
し
て
い
る
自
治
体
が

他
に
も
あ
る
。

本
市
と
ご
み
処
理
施
設

の
状
況
等
が
類
似
し
て
い

る
自
治
体
を
参
考
に
し
、

調
査
研
究
の
上
、
処
理
可

能
な
も
の
の
受
入
れ
と
、

処
分
手
数
料
の
減
免
に
つ

い
て
検
討
す
る
。



問

地
方
分
権
一
括
法

で
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
利
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
、
空
き
家
所
有

者
の
特
定
作
業
が
短
時
間

で
調
べ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
が
ど
う
か
。

市
民
部
長

担
当
課
と
調

整
を
図
っ
た
上
で
、
適
正

に
対
応
す
る
。

問

本
市
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
」
と
連
携
し
、
空

き
家
や
空
き
地
の
有
効
活

用
を
促
進
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
施
状
況
は
。

建
設
部
長

登
録
数
の
累

計
は
、
平
成

年
か
ら
令

25

和
３
年
ま
で
の
９
年
間
で

５
３
６
件
、
う
ち
マ
ッ
チ

ン
グ
で
契
約
に
至
っ
た
物

件
が
２
３
１
件
、
解
体
、

解
消
さ
れ
た
物
件
が

件
61

で
、
半
数
以
上
が
有
効
活

用
さ
れ
た
。

相
談
会
は
、
年
３
回
実

施
し
、
８
月
の
帰
省
時
期

に
は
県
外
か
ら
の
相
談
者

が
多
く
み
ら
れ
る
。

過
去
５
年
間
で
４
０
１

件
相
談
が
あ
り
、
空
き
家

の
解
体
、
売
却
方
法
等
に

関
す
る
も
の
が
全
体
の
８

割
を
占
め
、そ
の
他
相
続
、

維
持
管
理
な
ど
が
あ
る
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月16日入札分

・市櫛引生涯学習センター改修工事実施設計業務委託（上山添字文栄9
0）（入札16業者）
(株)アーキング設計事務所 2,960,000円（3,701,000円）期間～11/18
（落札率79.98％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月16日入札分

・茅原高田平京田線中野京田アンダー排水施設改修工事（中野京田地
内)（入札15業者うち6業者辞退）
日栄産業(有) 5,500,000円（5,680,000円）工期～12/28（落札率96.83％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・市公共下水道事業 雨水日枝3-1号幹線新設工事(その3)（鶴岡市文園
町地内ほか）（入札9業者うち5業者辞退）
(株)菅興業 10,300,000円（10,680,000円）工期～12/21(余裕期間設定
工事)（落札率99.23％）

6月14日入札分
・市公共下水道事業 雨水新斎部3-1号幹線新設工事(その3)（大塚町地
内）（入札7業者うち1業者辞退）
(株)誠朋建設 47,400,000円（48,400,000円）工期～5/3/28（落札率97.93％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月20日入札分

・市集落排水事業 田川地区管路施設清水45号新設工事（田川地内ほか）
（入札12業者うち1業者辞退）
(有)大地工営 16,000,000円（16,550,000円）工期～10/31（落札率96.68％）

6月14日入札分
・市公共下水道事業 汚水2Ｅ064号新設工事（宝田二丁目地内）（入札7
業者）
(株)鈴木工務店 51,000,000円（51,630,000円）工期～9/30（落札率98.78％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・羽黒町野荒町地内径150粍水道管路耐震化工事（羽黒町野荒町地内）
（入札7業者うち1業者辞退）
松田工業(株) 36,600,000円（37,360,000円）工期～5/1/31（落札率97.97％）
・羽黒町十文字地内径150粍水道管路耐震化工事（羽黒町十文字地内）
（入札8業者うち1業者辞退）
森建設工業(株) 30,440,000円（31,070,000円）工期～5/1/31（落札率97.97％）
・桂荒俣地内径100粍配水管更新工事（桂荒俣地内）（入札7業者）
三和メイテック(株) 32,200,000円（32,870,000円）工期～12/23（落札率97.96％）

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で
９
日
、
日
本

共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
が
、
、
①
空
き
家
対
策
、
②

生
活
困
窮
者
対
策
、
③
消
防
団
に
つ
い
て
、
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
空
き
家
所
有
者
特
定
は

生
活
再
建
の
た
め
の
総

合
支
援
資
金
は
、
２
年
度

１
７
９
件
、
３
年
度

件
、

94

４
年
度
１
件
で
あ
る
。

生
活
保
護
の
相
談
件
数

は
、
元
年
度
３
１
０
件
、

２
年
度
３
７
２
件
、
３
年

度
２
８
２
件
。

申
請
件
数
の
割
合
は
、

元
年
度

％
、
２
年
度

59

45

％
、
３
年
度

％
。

62

保
護
開
始
割
合
は
、
元

問

生
活
困
窮
者
の
個
人

向
け
の
支
援
制
度
の
利
用

と
、
周
知
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

生
活
保
護
の
申
請
率
と

認
定
率
、
保
護
率
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長

緊
急
小

口
資
金
貸
付
は
、
令
和
２

年
度
３
５
８
件
、
３
年
度

１
１
４
件
、
４
年
度
は
５

月
末
ま
で
で
７
件
だ
。

年
度

％
、
２
年
度

％
、

81

78

３
年
度

％
だ
。

87

人
口
千
人
当
た
り
の
保

護
率
は
、
元
年
度

・
７

10

％
、
２
年
度

・
９
％
、

10

３
年
度

％
で
、
県
全
体

11

よ
り
３
・
６
％
高
い
。

団
体
と
の
連
携
、
③
消
防

団
の
広
報
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
検
討
は
ど
う
か
。

消
防
長

元
年
度
に
組
織

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
団
の
統
合
や
団
行
事

業
の
見
直
し
、
団
員
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
６
回
開
催
し
、
訓

練
と
入
団
促
進
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
て
い
く
。

団
員
報
酬
の
個
人
支
給

は
、
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
く
。

報
酬
額
の
見
直
し
は
、

庄
内
地
域
で
情
報
共
有
と

意
見
交
換
を
行
い
、
検
討

し
て
い
る
。

本
市
の
団
員
の
被
用
者

の
割
合
は
、
２
８
９
８
人

に
対
し
、

・
４
％
で
、

82

事
業
所
に
対
し
て
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度
の

周
知
を
進
め
て
い
く
。

問

消
防
庁
が
ま
と
め
た

「
消
防
団
員
の
処
遇
等
に

関
す
る
検
討
会
」
の
報
告

書
で
は
、
①
若
年
層
や
被

用
者
が
参
加
し
や
す
い
も

の
と
す
る
、
②
災
害
の
多

発
化
・
激
甚
化
に
伴
い
、

多
様
な
人
材
の
確
保
や
、

生
活
保
護
の
手
引
き
を

様
々
な
窓
口
で
受
け
取
れ

る
よ
う
配
布
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
出
来
る
よ
う
に
し
、

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
案
内
し
て
い
る
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

①
持
続
可
能
社
会
、
②

気
候
変
動
対
策
、
③
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
④
３

Ｒ
（
資
源
循
環
）
の
推
進
、

⑤
生
物
多
様
性
の
保
全
・

自
然
共
生
社
会
、
⑥
良
好

な
大
気
・
水
・
生
活
環
境

の
確
保
の
、
６
つ
施
策
を

柱
に
定
め
る
と
し
て
い
ま

す
。委

員
か
ら
は
、
評
価
指

数
に
掲
げ
た
民
有
林
の
間

伐
面
積
目
標
の
再
検
討
を

求
め
る
指
摘
や
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
踏
ま
え

た
行
程
指
標
の
必
要
性
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
次
基
本
計
画
に
つ

い
て
、
市
で
は
、
市
議
会

・
市
民
文
教
常
任
委
員
会

で
の
意
見
聴
取
や
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
次
回

の
環
境
審
議
会
で
の
協
議

な
ど
経
て
、

月
頃
を
目

10

途
に
計
画
公
表
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
は

生
活
困
窮
者
向
け
支
援
制
度
の
周
知
は


